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論文概要

情報学ワークショップは，東海地区を中心として大学・企業等の情報技術に関する最新の研究

成果を発表すると共に，学生・研究者の交流の場を提供することを目的としております．2013

年度の第 11回情報学ワークショップは，愛知工業大学で開催することになりました．学生の

研究を奨励することを目的とし，優秀な学生の発表には賞を出して顕彰いたします．また，学

生以外の発表は「招待講演」とさせて頂くこととなりました．情報学分野の情報交換の場とし

て多くの方のご参加を期待しております．

原稿の分量 (A4サイズ，2段組で 4または 6ページ)，発表・議論の時間 (発表時間 20分＋

質問時間 10分) のいずれも余裕をもって設定しますので，夏休みの成果を是非じっくりと議

論する場として活用していただければと思います．今年度，論文集には１ページの概要を掲載

することにし，論文の本文は CD-ROMに収録することとしました．従いまして，論文概要１

ページおよび論文本文の２つを提出していただきます．論文概要はこの文書に準じたスタイル

で提出してください．タイトルは 12ポイント，著者名，所属は 10.5ポイント，アブストラク

ト，キーワード，参考文献は 10ポイントが目安です．マージンは上下が 3cm，左右が 2cmと

します．必ず１ページ以内に収めてください．ページ番号をつけないでください．

WiNF 2013 ウェブページ (http://aitech.ac.jp/kwb/winf2013/) にあります期限まで

に，フォーマットに準拠した論文概要・本文のMS-Wordまたは PDFファイル (もしくは両

方) を「winf2013-submit@kwb.aitech.ac.jp」にお送りください．よろしくお願いします．
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